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本庁舎機能は田沢湖に／角館上野庁舎を新設

−第3回臨時会（4/24開催）−

凡例 :賛→賛成　反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律に定める特定のケース以外では表決をしないことになっています）

議決結果/議員賛否 令和6年 第3回 仙北市議会臨時会（招集日：令和6年4月24日）

議案番号

　　会派及び氏名　　　　

　　　　　件　　名

議
決
月
日

議
決
結
果

蒼
生
会

公
明
党

共
産
党

無
会
派

小

林

幸

悦

真

崎

寿

浩

高

橋

輝

彦

武

藤

義

彦

青
柳
宗
五
郎

門

脇

晃

幸

熊

谷

一

夫

平

岡

裕

子

髙

久

昭

二

荒
木
田
俊
一

田

口

寿

宜

澤

田

雅

亮

中

村

和

彦

小
田
島
広
仁

西

宮

三

春

議案第60号 仙北市役所の位置を定める条例の一部を改正する条例制定について 4/24 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 退 反 反 賛 賛 反 賛

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

　令和６年 第３回臨時会が４月 24 日に開催され、市役所本庁舎機能を田沢湖庁舎に残して、旧角館総合病院の管理棟を
改修し「角館上野庁舎」として、新たな庁舎にする条例改正案を可決しました。
　また、国民健康保険税条例の一部改正や各委員会の２年の任期満了による再編成が決定したほか、議員提出議案の議
会広報編集特別委員会設置案が可決されました。

第３回 臨時会で可決された主な議案

新たな委員会の構成（◎は委員長、◯は副委員長）

◆議案第60号　仙北市役所の位置を定める条例の一部を改正する条例制定について

本庁舎 田沢湖庁舎　45人

令和８年２月
田沢湖庁舎から
移転

■市長、副市長　■議場　■総務課　
■事務事業総合調整室　■総合防災課　
■議会事務局　■田沢湖市民センター
■田沢湖公民館
※第２庁舎、総合開発センター
　田沢湖保健センターは順次解体

新庁舎 角館上野庁舎　99人
〔旧角館総合病院 管理棟を改修〕

■財政課　■管財課　■税務課
■契約検査室　■会計課　■企画部　
■教育委員会　■監査委員事務局
■選挙管理委員会事務局
※解体・改修の総事業費は 19.6 億円
　（市の実質負担は 6.5 億円）

予算常任委員会（全議員で構成）
◎青柳宗五郎　　〇小田島広仁

     議会運営委員会
◎武藤義彦　　〇門脇晃幸
　中村和彦　　　高橋輝彦
　田口寿宜　　　荒木田俊一
　髙久昭二

  議会改革推進協議会
◎門脇晃幸　　〇澤田雅亮
　西宮三春　　　武藤義彦
　高橋輝彦　　　田口寿宜

総務文教常任委員会
◎田口寿宜　　〇中村和彦
　門脇晃幸　　　熊谷一夫
　真崎寿浩

  市民福祉常任委員会
◎高橋輝彦　　〇小田島広仁
　澤田雅亮　　　平岡裕子
　小林幸悦

    産業建設常任委員会
◎荒木田俊一　　〇西宮三春
　武藤義彦　　　　青柳宗五郎
　髙久昭二
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水道料金 ９月から値上げ（３年がかりで平均２７％引上げ）

−第4回（6月）定例会−

■第４回 定例会で可決された主な議案

凡例 :賛→賛成　反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律に定める特定のケース以外では表決をしないことになっています）

議決結果/議員賛否 令和6年 第4回 仙北市議会定例会（招集日：令和6年6月6日）

議案番号

　　会派及び氏名　　　　

　　　　　件　　名

議
決
月
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決
結
果

蒼
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党

無
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彦
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郎
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熊
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夫

平

岡
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子

髙

久

昭

二
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木
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俊
一

田

口

寿

宜

澤

田

雅

亮

中

村

和

彦

小
田
島
広
仁

西

宮

三

春

議案第６３号 仙北市小規模水道事業等給水条例の一部を改正する条例制定
について 6/28 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第６４号 仙北市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について 6/28 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第６８号 令和６年度仙北市水道事業会計補正予算（第１号） 6/28 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

　令和６年 第４回定例会が６月６日から６月 28 日まで 23 日間の会期で開催され、令和６年度一般会計補正予算などの
予算関係５件、条例関係３件、その他４件、人事関係５件の計 24 件が審議され、水道料金の値上げなどすべての議案が
可決・同意されました。

議案第64号　仙北市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について（水道料金値上げ）
急激な負担増加を緩和するため３年かけて段階的な改定を行う　
１回目　令和６年９月１日（1/3 値上げ）
２回目　令和７年９月１日（2/3 値上げ）
３回目　令和８年９月１日（全額値上げ）
現行・改定料金の比較（１ヶ月20㎥当たりの料金）

口径 現行料金 改定料金 差　額
13mm 3,795 円 4,730 円 935 円
20mm 4,015 円 5,170 円 1.155 円

　水道料金の値上げに関する条例改正案は、今年
の９月から令和８年９月まで３回に分けて基本料
金と従量料金を平均 27％を段階的に引き上げるも
のである。
　一般的な家庭（口径 13mm/ 月 20㎥使用）では、
１ヶ月 935 円の値上げとなる。

議案第62号　仙北市基金条例の一部を改正する条例制定について
故吉田淳二様のご遺族の寄付金を「田沢湖観光振興基金」として創設する

田沢湖町観光協会長などを務めた
故吉田淳二様のご遺族より２千万円の寄付を
頂く。

仙北市　「仙北市田沢湖観光振興基金」創設
ご遺族の意向により、田沢湖や周辺観光施設の整備、
観光振興に活用させていただきます。

議案第61号及び議案第76号　財産の取得について
【議案第61号】
軽四輪駆動小型消防ポンプ付積載車〔５台〕

【議案第76号】
防災行政情報伝達新システム戸別受信機〔1,000台〕

メーカー
ダイハツ　ハイゼット（５台）
購入価格
42,350,000 円（１台 847 万円）
購入業者
㈱髙義商会（湯沢市川連町）
配備先
・第１分団…１台　　・第２分団…１台
・第４分団…２台　　・第６分団…１台

購入価格　65,450,000 円（１台 65,450 円）
購入業者　有限会社 北都モバイル
使用開始　令和７年４月１日からの使用を予定
◆現行の防災行政無線（屋外スピーカー＆戸別受信機）は

老朽化により、令和７年３月末で廃止されます。
◆令和７年４月から新防災行政情報伝達システムが導入さ

れます。
◆スマホの LINE アプリや安全安心メールで情報を受信でき

ますが、無い方は今回購入する戸別受信機が無償で
　貸与されます。詳しくは広報せんぼく 7/1 号５P を。



一般会計補正額４億2,389万３千円を可決
累計211億199万７千円に

固定資産税の課税誤りよる還付金 7,429万８千円を可決　

◆固定資産税の算定誤りによる還付金の支払いについて
質問　還付金の支払い対象件数と今後の対策等について伺う。
答弁　固定資産税の算定誤りについては、令和５年度に実施した地方税法第 408 条調査に基づくも
のであり、還付対象件数は 1,065 件である。今後の対策については、４月に「固定資産税等調査委員会」
を設置し、第１回目の会議を開催したところである。委員会での調査及び検証を行い原因の究明と
再発防止策を検討している。今後、７月と９月にも委員会を開催し、徹底した再発防止策を構築する。

◆消雪施設整備事業費補助金について
質問　この補助金が支給される消雪施設の具体的な内容とこの補助事業の対象件数及び補助金の上
限額を伺う。
答弁　開発行為事業者が新たに宅地開発を行ったエリアにおいて、道路に消雪パイプを設置し地下
水で道路に積もった雪を解かし、市道の除雪が不用になる施設である。対象事業は１件であり、補
助金は設置費の１／２で上限は 100 万円である。

◆令和６年度定額減税補足給付金事業費について
質問　今年度の国の定額減税に係る補正予算とのことだが、仙北市が減収となる分の補填なのか。
また、この事業に委託料が計上されているが、委託内容と委託先について伺う。
答弁　この定額減税は、一人当たり所得税が３万円、住民税が１万円で扶養家族も同額加算される。
給与所得者が所得税で減税しきれない市民に、市が差額を給付する補正予算である。委託内容は、
対象の市民の申請や給付の問い合わせに対応するコールセンター業務と提出された書類審査や未提
出者への勧奨、給付データの作成などの事務作業を委託する予定である。委託先はまだ決まってい
ない。

予算常任委員会での主な質疑

■令和６年度 一般会計補正予算(第２号・第３号)の主な事業

一般総務費 139万円 打野集落会館解体工事費と生保内南地区基盤整備完工記念碑建立
の補助金

高度外国人材等受入促進事業費 877万円 外国人が働きやすくするためのワンストップセンター設立等の
事業費

固定資産税の過誤納税等還付金 7,429万円 固定資産税の算定誤りにより過大に納付していた方への還付金

定額減税補足給付金事業費 １億6,803万円 国の定額減税で給与から減税しきれない市民に差額を給付

物価高騰対応重点支援給付金事
業費 6,864万円 今年度新たに住民税非課税か均等割のみ非課税の世帯に 10 万円

と 18 歳以下のこども一人当たり５万円の支給

児童関係手当支給事務費 1,018万円 児童手当法改正に伴うシステム改修費用

予防事業費 4,421万円 新型コロナワクチンの 10,300 円の助成金（65 歳以上と基礎疾
患のある方が対象）

消雪施設整備事業費補助金 100万円 消雪施設の新設に対する補助金の支給

訴訟関係費 6万円 水道の給水管調査費の支払いを求められた訴訟に対する弁護士
の委託料
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こ
こ
が
聞
き
た
い
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７
人
の
提
言

市長 今後の具体施策をみて本市に有利な対応を検討する

蒼生会 門脇晃幸 議員

農政憲法「食料・農業・農村基本法」
改正法成立！本市に与える影響（変化）は？

■本市が誇る豊かな水田

仙
北
市
に
お
け
る
今
後
の
農
業

振
興
は
ど
う
変
わ
る
の
か

質
問

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
仙
北
市
の
農

業
・
街
づ
く
り
に
お
い
て
応
分
の
影
響（
変

化
）
を
受
け
る
と
思
う
が
、
ど
う
捉
え
て

い
る
か
所
見
を
伺
う
。

ま
た
、
基
本
計
画
の
見
直
し
が
あ
り
農

業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
農
政
改
革
を

引
き
続
き
推
進
・（
中
小
・
家
族
経
営
）

な
ど
多
様
な
経
営
体
の
生
産
基
盤
の
強
化

を
通
じ
た
農
業
経
営
の
底
上
げ
・
農
村
振

興
策
を
総
動
員
し
た
「
地
域
政
策
の
総
合

化
」
等
、
こ
れ
ら
に
向
け
た
取
組
み
の
効

果
が
高
ま
る
よ
う
に
関
係
省
庁
や
地
方
自

治
体
と
連
携
し
生
産
基
盤
の
強
化
と
多
面

的
機
能
の
発
展
を
図
っ
て
い
く
。
と
し
て

い
る
。
こ
の
基
本
計
画
と
改
正
法
の
整
合

性
を
見
た
と
き
仙
北
市
の
農
村
振
興
の
方

向
性
が
見
え
て
く
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁

日
本
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
の

中
で
三
つ
の
大
き
な
課
題
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

一
点
目
は
世
界
情
勢
で
あ
る
。
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
飼
料
高
騰
を

招
き
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ガ
ザ
、
中
国
と
台

湾
の
緊
張
、
北
朝
鮮
な
ど
様
々
な
影
響
を

受
け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
円
安
が
進

行
し
海
外
か
ら
の
食
料
の
買
い
負
け
を
し

て
い
る
。

二
点
目
は
異
常
気
象
で
あ
る
。
毎
年
、

高
温
だ
っ
た
り
大
雨
だ
っ
た
り
、
食
料
の

安
定
供
給
が
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。

三
点
目
は
業
従
事
者
の
高
齢
化
。
耕
作

放
棄
地
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
中
で
、

食
料
自
給
率
が
こ
こ
ま
で
低
い
国
が
な
ぜ

も
っ
と
農
業
に
力
を
入
れ
て
い
か
な
い
の

か
、
若
者
が
就
農
し
た
い
と
い
う
よ
う
な

環
境
づ
く
り
が
で
き
て
い
な
い
の
か
。

一
番
懸
念
さ
れ
る
の
は
本
当
に
食
糧
難

で
あ
る
こ
と
。
以
前
話
し
た
と
思
う
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
特
集
で
「
米
が
普
通
に
買
え
る

の
が
当
た
り
前
で
は
な
い
」
と
い
う
番
組

を
み
て
ハ
ッ
と
し
た
。
米
を
作
っ
て
い
る

人
が
い
る
か
ら
米
が
買
え
る
と
。
そ
れ
が

今
の
高
齢
化
し
た
農
業
従
事
者
が
い
ず
れ

離
農
し
た
と
き
、
米
の
供
給
と
い
う
も
の

は
ど
ん
ど
ん
厳
し
く
な
っ
て
い
く
。
そ
れ

に
見
合
う
だ
け
若
手
や
後
継
者
が
就
農
し

て
い
る
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。

当
然
米
の
供
給
は
厳
し
く
な
り
自
給
率
が

落
ち
て
い
く
。
そ
の
時
日
本
は
ど
う
い
う

政
策
で
国
を
存
続
さ
せ
て
い
く
の
か
。
一

地
方
自
治
体
の
首
長
で
は
あ
る
が
非
常
に

不
安
に
思
っ
て
い
る
。

本
改
正
法
は
こ
う
し
た
課
題
解
決
の
方

向
性
を
示
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
農
業
施
策

を
引
き
継
ぎ
、
強
化
、
推
進
し
て
い
く
部

分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
回
の
改
正
に
よ

り
市
内
農
業
者
の
農
業
生
産
活
動
に
即
時

に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
も
の
と
は
考
え
て

い
な
い
が
、
今
後
の
変
化
や
影
響
に
遅
れ

ず
対
応
で
き
る
よ
う
ま
た
、現
行
の
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
及
び
同
計
画
が
令

和
７
年
度
に
見
直
し
と
な
る
こ
と
か
ら
、

展
開
さ
れ
る
国
の
施
策
を
は
じ
め
県
の
施

策
の
動
向
に
つ
い
て
も
注
意
深
く
情
報
収

集
し
、
仙
北
市
の
農
村
政
策
の
方
向
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
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７
人
の
提
言

宿泊税等についての考え、
動きはどのようになっているのか？

小田島　広仁 議員

市長 ２年以内の導入を目標に、７月以降速やかに動き始める！！

入
を
検
討
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

観
光
産
業
は
貴
重
な
財
源
で
あ
る
。
入

湯
税
超
過
税
率
の
適
用
と
併
せ
て
検
討
を

進
め
て
き
た
。
今
年
度
の
部
局
経
営
方
針

で
も
、
２
年
以
内
の
導
入
を
目
標
と
し
て

お
り
、
７
月
以
降
速
や
か
に
法
定
外
目
的

税
の
導
入
に
向
け
て
動
き
始
め
、
庁
内
の

方
針
が
固
ま
り
次
第
、
ど
の
よ
う
に
観
光

振
興
に
使
っ
て
い
く
の
か
を
提
示
で
き
る

よ
う
に
し
て
か
ら
、
宿
泊
事
業
者
等
へ
説

明
会
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
早
急
に
実
施
し
て

い
く
。

地
熱
発
電
調
査
に
つ
い
て

質
問

地
熱
発
電
の
調
査
が
行
わ
れ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
現
状
と
市
の
関
わ
り
方
、

考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

昨
年
、
大
手
事
業
者
が
南
八
幡
平

地
域
の
地
熱
発
電
の
可
能
性
を
探
る
べ
く

調
査
を
行
い
た
い
と
の
相
談
を
受
け
た
。

温
泉
事
業
者
、
観
光
協
会
や
商
工
会
、
環

境
省
等
に
事
業
説
明
を
行
っ
て
い
る
旨
の

報
告
も
受
け
て
い
る
。

観
光
を
主
要
産
業
と
す
る
本
市
は
温
泉

事
業
者
の
了
解
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
賛

成
で
き
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
当
該

事
業
者
に
伝
え
て
い
る
。
当
該
事
業
者
も

同
様
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
市
内
関
係

者
の
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

ク
マ
対
策
に
つ
い
て

質
問

ク
マ
の
目
撃
情
報
、
檻
の
追
加
、

自
動
撮
影
カ
メ
ラ
の
状
況
、
住
宅
地
に
近

い
市
所
有
地
の
栗
の
木
等
の
伐
採
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁

５
月
末
日
現
在
の
目
撃
情
報
は
21

件
、
昨
年
同
時
期
の
目
撃
情
報
が
８
件
で

あ
り
、
２
倍
以
上
で
あ
る
。

ク
マ
捕
獲
用
檻
は
６
基
追
加
し
33
基
と

な
る
。
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
は
古
城
山
公
園

に
１
基
設
置
し
ク
マ
が
映
り
、
箱
わ
な
を

設
置
し
、
１
頭
を
捕
獲
し
た
。
桧
木
内
川

に
も
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
が
、
そ
の
他
は

猟
友
会
等
と
協
議
の
上
、
箱
わ
な
を
設
置

し
た
箇
所
を
中
心
に
配
備
し
た
い
。
市
所

有
地
の
栗
の
木
等
は
状
況
や
条
件
等
を
確

認
し
た
上
で
検
討
す
る
。
学
校
施
設
の
栗

の
木
等
は
今
年
度
で
全
て
伐
採
す
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質
問

空
き
家
、
危
険
老
朽
化
の
戸
数
と

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

把
握
し
て
い
る
空
き
家
は
８
４
５

軒
、
危
険
老
朽
化
は
60
軒
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
所
有
者
に
勧
告
以
上
の
措
置
は
無

か
っ
た
が
、
状
況
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合

は
よ
り
厳
し
い
措
置
を
取
る
こ
と
も
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

緊
急
性
が
高
い
と
判
断
し
た
空
き
家

は
、
危
険
空
き
家
安
全
対
策
応
急
措
置
と

し
て
部
分
的
な
取
り
壊
し
等
を
行
い
、
昨

年
度
は
２
軒
対
応
し
て
い
る
。

入
湯
税
、
宿
泊
税
に
つ
い
て

質
問

宿
泊
税
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
考

え
が
あ
る
の
か
。
考
え
て
い
る
な
ら
い
つ

か
ら
動
く
の
か
伺
う
。

答
弁

２
年
前
に
入
湯
税
の
一
般
質
問

時
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
有
効
な
税
収
と

私
自
身
も
思
っ
た
。
宿
泊
税
は
全
国
の
導

入
事
例
が
出
て
き
て
お
り
、
前
向
き
に
導 ■危険空き家が隣接しているため立入禁止になっている通称 カエル公園
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７
人
の
提
言

市長 若年層に新たな雇用の場の提供と地域経済の
活性化、定住人口の増加を目指す

公明党 熊谷一夫 議員

人口減少対策で「※消滅可能性都市」からの
脱却を

※消滅可能性都市…「人口戦略会議」が2020年から2050年の30年間で、20歳～39歳の若年女性が推計
で半数以下になると公表された自治体

用語
解説

市
民
が
誇
り
を
持
っ
て
語
れ
る

市
政
の
環
境
づ
く
り
を

質
問

大
村
市
で
は
、
若
手
職
員
が
政
策

提
案
を
市
長
に
プ
レ
ゼ
ン
す
る
場
が
あ

る
。
市
庁
舎
内
の
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁

若
手
職
員
の
意
見
が
通
り
や
す
い

風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、
プ
レ
ゼ
ン
の
場
を
設

け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

難
聴
者
の
た
め
の
軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
の
導
入
に
つ
い
て

質
問

庁
舎
窓
口
で
は
、
耳
の
聞
こ
え
づ

ら
い
方
へ
の
対
応
と
話
題
に
な
っ
て
い
る

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導
入
を
し
て
は
ど

う
か
。

答
弁

耳
の
聞
こ
え
づ
ら
い
方
に
は
、
そ

ば
に
寄
り
添
い
、
ゆ
っ
く
り
お
話
を
し
た

り
、
筆
談
で
対
応
す
る
等
丁
寧
な
対
応
に

努
め
て
い
る
。

他
自
治
体
の
利
用
実
績
を
参
考
に
、
仙
北

市
の
窓
口
で
も
試
験
導
入
し
た
い
。

若
年
女
性
が
安
心
し
て
結
婚
・

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
出
来

る
支
援
策
を

質
問

姉
妹
都
市
の
大
村
市
で
は
、「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
を
掲
げ
て
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
や
こ
ど
も
未
来
部
を
創
設
し
て
手

厚
い
施
策
を
行
な
っ
て
い
る
。
当
市
の
結

婚
に
関
す
る
支
援
策
と
成
婚
数
、
マ
ッ
チ

ン
グ
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
あ
る
か
。

答
弁

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の

入
会
金
を
助
成
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

成
婚
数
は
累
計
で
17
組
、
令
和
５
年
度
は

ゼ
ロ
組
。
新
婚
世
帯
に
夫
婦
共
に
29
歳
以

下
は
60
万
円
、
39
歳
以
下
は
30
万
円
の
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
を
実
施
。
市

独
自
で
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
な
ど
の
マ
ッ
チ

ン
グ
サ
ポ
ー
ト
は
考
え
て
い
な
い
。
市
内

イ
ベ
ン
ト
等
で
の
出
会
い
の
場
を
創
出
し

て
い
き
た
い
。

質
問

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
の

具
体
的
な
今
後
の
支
援
策
は
。

答
弁

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
誘
致
事
業
、

高
度
外
国
人
材
等
受
入
促
進
事
業
を
推
進

し
、
若
年
層
に
新
た
な
雇
用
の
場
の
提
供

と
地
域
経
済
の
活
性
化
、
定
住
人
口
の
増

加
を
目
指
す
。

質
問

出
生
数
の
現
状
と
目
標
、
若
年
女

性
が
安
心
し
て
妊
娠
・
子
育
て
が
で
き
る

支
援
策
は
。

答
弁

出
生
数
は
令
和
７
年
度
75
人
の
目

標
。
令
和
５
年
度
は
78
人
と
微
増
。
不
妊

治
療
費
助
成
支
援
事
業
や
産
後
ケ
ア
・
子

育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
等
の
費
用
助
成

等
の
支
援
を
し
て
い
る
。
子
育
て
支
援

は
、
出
産
準
備
金
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
券
交
付
な
ど
９
つ
の
支
援
策
を
行
っ
て

い
る
。

質
問

若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
移
住
・
定

住
施
策
と
若
者
の
働
き
方
対
策
・
企
業
誘

致
は
。

答
弁

住
ま
い
応
援
金
と
し
て
１
世
帯

20
万
円
、
子
育
て
世
帯
に
は
子
ど
も
１
人

に
付
き
５
万
円
を
加
算
し
て
支
給
。
仙
北

市
定
住
促
進
奨
励
金
等
若
者
の
移
住
を
し

や
す
く
し
て
い
る
。
育
児
休
暇
の
取
得
増

加
や
保
障
の
充
実
、
福
利
厚
生
の
向
上
支

援
策
が
有
効
と
考
え
る
。
企
業
誘
致
は
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
と
首
都
圏

の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
成
果
が

上
が
っ
て
い
る
。
黒
沢
工
業
団
地
へ
の
誘

致
企
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

■軟骨伝導イヤホンの
　使用イメージ図

■大村市のこどもまんなかこ
どもセンターのロゴマーク
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７
人
の
提
言

市長 汗でグチャグチャになっても一生懸命取り組んでいく

荒木田俊一 議員

あらゆる力を結集し、新仙岩トンネルと
国道46号高規格化早期事業化へ取り組みを

市
民
の
足
の
確
保
に
つ
い
て

質
問

市
民
の
足
で
あ
る
公
共
交
通
機
関

の
整
備
は

そ
の
都
度
で
は
な
く
ト
ー
タ

ル
的
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
対
応

し
て
い
く
必
要
が
な
い
の
か
。

答
弁

令
和
４
年
３
月
か
ら
令
和
８
年
３

月
ま
で
の
公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
、
計

画
を
軸
と
し
た
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
交
通
事
業
者
と
も
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
市
内
９
地
区
ご
と
に
年
次
計
画
を

立
て
、
利
用
者
数
と
経
費
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
な
が
ら
小
型
化
や
デ
マ
ン
ド
化
、
Ｉ
Ｔ

化
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
事
業
な
ど
法
整

備
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
状
況

の
変
化
に
応
じ
て
随
時
見
直
し
て
い
く
。

新
仙
岩
ト
ン
ネ
ル
整
備
、
国
道

号
線
高
規
格
化
の
仙
北
市
の

考
え
方
は

質
問

仙
北
市
の
観
光
面
、
産
業
、
経
済

面
で
の
優
位
性
を
高
め
る
た
め
に
各
方
面

の
力
を
借
り
、
新
仙
岩
ト
ン
ネ
ル
や
国
道

46
号
線
改
良
の
事
業
化
の
目
途
は
。

答
弁

新
仙
岩
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
整

備
主
体
で
な
い
新
幹
線
期
成
同
盟
会
が
明

確
な
目
標
を
定
め
る
こ
と
は
困
難
。
ま
ず

は
、
沿
線
自
治
体
が
連
携
し
必
要
性
を
訴

え
、
財
源
の
確
保
と
と
も
に
早
期
の
整
備

実
現
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

国
道
46
号
に
つ
い
て
は
、
東
北
整
備
局

に
お
い
て
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分

科
会
東
北
地
方
小
委
員
会
で
生
保
内
卒
田

間
の
現
状
と
課
題
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、

事
業
化
に
向
け
て
一
歩
踏
み
出
し
た
と
捉

え
て
い
る
。

質
問

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
は

ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答
弁

市
内
事
業
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
関
心
を
高
め
る
努
力
を
し
て
い
く
。

秋
田
新
幹
線
新
仙
岩
ト
ン
ネ
ル
で
は
、

令
和
６
年
３
月
８
日
に
県
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

秋
田
支
社
、
期
成
同
盟
会
と
の
間
で
連
携

協
定
を
締
結
し
、
整
備
で
得
ら
れ
る
効
果

を
最
大
限
高
め
る
た
め
、
官
民
連
携
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

今
後
と
も
官
民
一
体
と
な
っ
た
活
動
を

継
続
し
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
ど
う

評
価
し
て
い
る
の
か

質
問

ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
業
へ

の
被
害
が
年
々
多
く
な
っ
て
い
る
が
今
後

の
対
応
は
。
ま
た
、
農
水
省
の
鳥
獣
被
害

防
止
総
合
対
策
交
付
金
が
あ
る
が
活
用
し

て
い
る
か
。

答
弁

ク
マ
に
よ
る
被
害
は
６
月
時
点
で

人
的
被
害
が
１
件
、
捕
獲
頭
数
９
頭
、
イ

ノ
シ
シ
捕
獲
頭
数
９
頭
で
あ
る
。
く
く
り

わ
な
の
増
設
や
箱
わ
な
の
設
置
で
被
害
の

減
少
に
向
け
た
い
。
い
ま
直
面
し
て
い
る

地
域
課
題
に
対
し
、
自
治
体
と
し
て
し
っ

か
り
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

現
在
、
国
の
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

交
付
金
は
活
用
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、

電
気
柵
や
そ
の
他
の
対
応
で
必
要
な
時
に

活
用
を
図
り
た
い
。

■県が作成配布している注意喚起ポスター

46
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７
人
の
提
言

市長 現在のところ拡幅する予定はない

髙久昭二 議員

市道大瀬蔵野線の拡幅を

質
問

大
瀬
蔵
野
橋
の
一
日
の
交
通
量
に

つ
い
て
、
調
査
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
建
設
部
長
）
交
通
量
調
査
は
実

施
し
て
い
な
い
た
め
、把
握
し
て
い
な
い
。

市
民
生
活
を
守
る
仙
北
市
鳥
獣

被
害
対
策
に
つ
い
て

質
問

５
月
24
日
に
、
田
沢
地
内
の
山
林

で
、
市
内
在
住
の
女
性
が
ク
マ
に
襲
わ
れ

る
人
身
被
害
が
発
生
し
た
。
人
的
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ク
マ
・
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て
、
国
・

県
と
連
携
し
、
支
援
を
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁

ク
マ
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
の
６

月
補
正
予
算
案
に
も
、
ク
マ
被
害
の
緊
急

対
策
費
と
し
て
緩
衝
帯
整
備
費
や
銃
器
購

入
費
を
支
援
す
る
他
、
放
置
さ
れ
た
果
樹

に
ク
マ
が
集
ま
り
や
す
い
事
か
ら
、
市
町

村
と
協
力
し
伐
採
を
進
め
る
事
な
ど
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
に

つ
い
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、今
後
、

県
と
協
力
し
な
が
ら
対
応
に
つ
い
て
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
予

算
等
、
早
急
に
活
用
を
検
討
し
な
が
ら
、

被
害
の
未
然
防
止
を
一
日
で
も
早
く
実
現

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

仙
北
市
観
光
・
文
化
・
伝
承
施

設
等
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

方
策
に
つ
い
て

質
問

芥
川
賞
作
家
、
石
川
達
三
の
母
親

の
生
家
、
角
館
町
田
町
下
丁
に
あ
っ
た
旧

栗
原
家
の
旧
家
の
玄
関
と
思
わ
れ
る
門
や

一
部
塀
が
残
っ
て
い
る
が
、
非
常
に
傷
ん

で
い
る
。
所
有
者
の
方
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
可
能
で
あ
れ
ば
出
来
る
だ
け
保
存
に

向
け
手
を
掛
け
る
事
と
併
せ
、
こ
こ
を
一

つ
の
観
光
文
化
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
標
柱

や
標
石
を
設
置
す
る
べ
き
と
考
え
る
。
今

後
、
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
。

答
弁

多
く
の
文
化
人
を
輩
出
し
、
歴
史

的
文
化
遺
産
が
多
く
存
在
す
る
事
か
ら
現

在
、
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
指
定
・

未
指
定
文
化
財
の
見
え
る
化
を
図
り
、
広

く
保
存
・
活
用
を
す
る
事
で
、
新
た
な
文

化
観
光
の
推
進
や
確
実
な
文
化
財
の
継
承

に
つ
な
げ
る
事
を
目
的
と
し
て
い
る
。

仙
北
市
の
宝
で
あ
る
地
域
固
有
の
文
化

遺
産
を
活
用
す
る
事
で
、
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
着
と
誇
り
を
持
っ
た
人
材
が
育
つ
な

ど
、
様
々
な
効
果
を
生
み
出
す
も
の
と
考

え
て
い
る
。

市
道
大
瀬
蔵
野
線
の拡幅

に
つ
い
て

質
問

大
瀬
蔵
野
橋
の
交
通
促
進
を
図
る

上
で
、
冬
季
通
行
を
可
能
に
す
る
た
め
、

市
道
大
瀬
蔵
野
線
を
拡
幅
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
弁

交
通
量
や
市
民
ニ
ー
ズ
、
費
用
対

効
果
な
ど
を
検
討
し
た
上
で
の
事
に
な
る

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
市
道
大
瀬
蔵
野
線

を
拡
幅
す
る
予
定
は
な
い
。

■市道大瀬蔵野線の拡幅要望があり交通量が問われた大瀬蔵野橋
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総務部長 再開の可能性について総合的に検討する

蒼生会 高橋輝彦 議員

花葉館に隣接の旧グランドゴルフ場を
再開できないか

ク
マ
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
取

り
組
み
に
つ
い
て

質
問

ク
マ
が
指
定
管
理
鳥
獣
に
追
加
さ

れ
た
が
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
新

た
な
対
策
は
あ
る
か
。
ま
た
、
人
身
被
害

対
策
が
農
林
整
備
課
任
せ
に
見
え
る
が
、

危
機
管
理
監
、
総
合
防
災
課
が
包
括
的
に

対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

県
が
指
定
管
理
鳥
獣
ご
と
に
捕
獲

等
に
関
す
る
実
施
計
画
を
策
定
す
る
が
、

ま
だ
ク
マ
に
関
し
て
の
詳
細
は
示
さ
れ
て

い
な
い
。
電
気
柵
や
果
樹
の
伐
採
の
補
助

な
ど
に
国
の
交
付
金
を
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
人
身
被
害
対
策
は
２
課
が
連
携
し
チ

ラ
シ
配
布
や
巡
回
に
よ
る
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
。
住
宅
地
で
の
ク
マ
出
没
訓

練
な
ど
も
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、仙
北
市
は
、

小
・
中
学
校
で
の
ク
マ
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
検
討
中
と
の
こ
と
だ
が
、
児
童
生
徒

の
命
を
守
る
た
め
に
は
早
急
に
作
成
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
全
児
童
生
徒

へ
の
熊
鈴
の
配
付
や
全
学
校
へ
の
ク
マ
撃

退
ス
プ
レ
ー
配
備
に
つ
い
て
の
方
針
を
伺

う
。

答
弁
（
教
育
長
）
仙
北
市
で
は
学
校
ご

と
に
、
ク
マ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

て
い
る
。
現
在
、
教
育
委
員
会
で
作
成
中

の
統
一
版
が
６
月
中
に
完
成
予
定
で
あ

る
。
ク
マ
の
撃
退
ス
プ
レ
ー
は
全
小
・
中

学
校
に
配
備
し
て
い
る
。
熊
鈴
の
配
付
は

検
討
中
で
あ
る
。

質
問

ク
マ
の
撃
退
ス
プ
レ
ー
は
至
近
距

離
か
ら
噴
射
す
る
の
で
、
逆
に
危
険
で
は

な
い
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
学
校
周
辺
に
ク
マ
が

出
没
し
た
場
合
の
訓
練
を
初
め
て
実
施
す

る
の
で
、
そ
の
際
に
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー

を
使
う
訓
練
も
行
い
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
の
力
に
よ
る
幸
福
度

向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問

健
康
寿
命
延
伸
と
社
交
の
場
を
提

供
す
る
た
め
、
花
葉
館
に
隣
接
す
る
旧
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
再
開
す
る
方
策
は
な

い
も
の
か
。

答
弁

昨
年
度
ま
で
花
葉
館
の
自
主
事
業

と
し
て
、
私
有
地
を
有
料
で
借
り
て
営
業

し
て
い
た
が
採
算
が
取
れ
な
い
た
め
、
角

館
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
と
運
営
委
託
等

に
つ
い
て
協
議
を
し
た
が
、
経
営
判
断
で

今
年
度
か
ら
営
業
を
終
了
し
た
。

答
弁
（
総
務
部
長
）
市
が
土
地
を
借
り

上
げ
て
事
業
を
行
う
こ
と
は
あ
り
得
る
の

で
、
再
開
の
可
能
性
に
つ
い
て
総
合
的
に

検
討
さ
せ
て
欲
し
い
。

質
問

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
が
高

く
、
仙
北
市
民
の
競
技
人
口
も
多
い
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ゴ
ル
フ
の
市
長
杯
を
開
催

し
て
、
市
民
に
生
き
が
い
を
提
供
し
て
は

ど
う
か
。

答
弁

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
気
軽
に
誰
で

も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
が
あ

る
。
市
長
杯
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
関
係

団
体
の
意
見
な
ど
を
伺
い
検
討
し
た
い
。

市
長
杯
の
冠
を
付
け
て
も
ら
う
の
は
光
栄

で
あ
り
、
何
ら
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
「
み
ん
ま
ど
」
投
稿
者
へ
の
対
応
報
告

を
し
っ
か
り
と

◆
現
行
の
防
災
行
政
無
線
廃
止
後
の
情
報

伝
達
を
万
全
に

■再開の要望が多い花葉館旧グランドゴルフ場



こ
こ
が
聞
き
た
い

仙北市議会だより11

７
人
の
提
言

市長 各施設データを分析し、今年度中に各施設の方向性を示す

老朽化・危険度のある公共施設の
運営・維持管理をどうするか

蒼生会 武藤義彦 議員

公
共
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

質
問

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
寄
与
し
て
い
な

い
施
設
に
つ
い
て
は
再
検
証
が
必
要
と
思

う
が
、
老
朽
化
や
危
険
度
の
度
合
い
を
含

め
た
施
設
の
運
営
・
維
持
管
理
の
方
向
性

を
ど
う
示
す
の
か
。

答
弁

個
別
施
設
計
画
に
、
除
却
・
譲
渡
・

大
規
模
改
修
等
の
目
標
計
画
が
あ
る
。
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
支
援
業
務
委

託
契
約
に
よ
り
、
各
施
設
デ
ー
タ
を
分
析

し
、
次
年
度
予
算
に
反
映
し
な
が
ら
効
率

的
に
施
設
の
運
営
・
維
持
管
理
を
進
め
、

今
年
度
中
に
は
各
施
設
の
方
向
性
を
示
す

見
込
み
で
あ
る
。

質
問

旧
角
館
病
院
の
手
術
室
に
は
多
く

の
各
部
署
管
理
の
文
書
が
運
び
込
ま
れ
た

が
、
今
後
、
角
館
東
地
区
公
民
館
を
含
め

た
各
施
設
に
あ
る
公
文
書
を
ど
の
よ
う
に

集
約
管
理
し
て
い
く
の
か
。

答
弁

現
時
点
で
は
、
公
文
書
を
集
約
す

る
施
設
は
決
定
し
て
い
な
い
。
角
館
上
野

庁
舎
改
修
工
事
に
伴
い
、
旧
角
病
内
の
文

書
は
年
内
を
目
途
に
他
施
設
へ
の
移
動
を

予
定
し
て
い
る
。

将
来
的
に
集
約
す
る
場
所
の
選
定
は
、

個
別
施
設
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
施
設

の
利
活
用
を
検
討
し
た
上
で
最
適
な
施
設

に
集
約
を
考
え
て
い
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質
問

５
月
の
強
風
被
害
の
再
発
も
危
惧

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
空
き
家
の
現
状
把
握

と
家
屋
不
良
度
の
再
確
認
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
弁

総
合
防
災
課
と
税
務
課
で
調
査
し

た
が
、
税
務
調
査
か
ら
判
明
し
た
空
き
家

は
危
険
度
判
定
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
年

度
は
現
場
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
危
険

度
判
定
の
物
件
に
つ
い
て
も
、
市
民
情
報

や
市
の
見
回
り
確
認
を
実
施
し
て
い
る
。

現
在
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い
空
き
家
対

策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
準
備
を
進
め
て
お
り

10
月
発
刊
を
目
指
し
て
い
る
。

質
問

市
で
は
解
体
処
分
費
の
補
助
や
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
等
の
取
組
を
し
て
い
る

が
、
庁
舎
内
の
連
携
状
況
は
ど
う
か
。

答
弁

持
ち
主
の
わ
か
ら
な
い
物
件
等
に

つ
い
て
は
、
庁
内
関
係
部
局
や
法
務
局
と

い
っ
た
他
機
関
に
対
し
て
も
照
会
す
る

等
、
庁
舎
内
外
で
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

質
問

返
礼
品
で
あ
る
米
の
先
行
予
約
が

好
調
で
、
こ
の
ま
ま
推
移
し
た
場
合
集
荷

が
追
い
つ
か
な
い
と
い
う
実
情
を
把
握
し

て
い
る
か
。

答
弁

米
不
足
の
可
能
性
は
重
々
把
握
し

て
い
る
。
不
足
し
て
か
ら
で
は
打
て
る
手

が
限
ら
れ
る
た
め
、
中
間
事
業
者
や
農
業

法
人
と
相
談
の
上
、
米
の
確
保
に
注
力
し

て
い
る
。

質
問

米
不
足
・
価
格
高
騰
が
予
想
さ
れ

る
中
、
寄
付
額
を
高
め
に
設
定
す
る
必
要

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

価
格
高
騰
は
全
国
的
で
あ
り
、
他

自
治
体
も
同
様
に
値
上
げ
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
寄
付
額
へ
の
影
響
は
少
な
い
と
予

想
し
て
い
る
。

寄
付
額
の
改
定
に
つ
い
て
は
中
間
事
業

者
と
相
談
し
て
お
り
、
市
場
動
向
に
注
視

し
適
切
な
寄
付
金
額
を
設
定
す
る
。

■除却が進まない公共施設（旧西明寺公民館）
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■令和６年度 総務文教関係の一般会計補正予算（第２号）主な内容
社会保障・税番号制度
システム整備費 639万円 情報連携の本格運用開始に伴うシステム改修業務委託費など

移住体験推進事業費 0円 事業内の節段組み換え（公有財産の購入から賃貸借へ変更）
総額変更なし（450万円）

高度外国人材等受入促進事業費 877万円 優秀な外国人材の雇用支援による地域経済の活性化や定住増
加を目指す

過誤納税等還付金 7,429万円 昨年度実施した固定資産税の実地調査の結果から過年度分の
税額構成による還付金還付加算金

定額減税補足給付金事業費 １億6,803万円 令和 6年度実施される定額減税と一体のもので、定額減税
を所得税で還付しきれない方に対し差額を給付する事業

総務文教常任委員会

　総務文教常任委員会では、生保内・田沢財産区特別会計補正予算（第１号）、白岩辺地に係る公共的施設の
総合整備計画策定及び、令和 6 年度一般会計補正予算（第２号）などが審査されました。

高度外国人材等受入促進事業費877万円により
地域経済を活性化

総務文教常任委員会・予算常任委員会分科会での主な質疑

◆高度外国人材等受入促進事業費について
質問　外国人の日本語教育についてはどう対応しているか。また、ホテル業や介護といった事業にも今後

外国人材を受け入れることも考えられるがどう考えているか。
答弁　この事業は日本在住外国人を対象としており日本語を話せる方と認識している。また、業務内容は

事務系を想定しているが、今後は多様な業種に対応することも整理しながら外国人受入をしていき
たい。

◆移住体験推進事業費について
質問　当初予算では購入することで計上したのが 6 月に委託の対応にする補正とは、精査した予算計上が

されてないのではないか。
答弁　多種多様な形態があり対象を絞り込めない状況の中このような形になった。当初予算の段階で検討

が足りなかったことは真摯に受け止める。

総務文教常任委員会での主な議案質疑

◆田沢財産区特別会計補正予算（第1号）
質問　集落会館の解体費について、要望はどれくらいあるのか。また、集落への説明はどのようにしてい

るか
答弁　要望は 1 件である。解体、改修の際には集落の中で検討頂き、周知をお願いしながら連携し進めて

いきたい。

◆白岩辺地に係る公共的施設の総合整備計画策定について
質問　白岩小学校閉校に伴う登下校のスクールバスの運行時間とランニングコストはどうなっているか。
答弁 登校時は、広久内発（下中川原発 7：20 ～ 7：55 着）と白岩発（白岩小発 7：25 ～ 7：50 着）の２

台の運行を予定している。
　　　下校時は、5 校時放課は 14：30 発、6 校時放課は 15：20 発を予定している。ランニングコストは

委託料 140 万円、管理費 240 万円を想定している。

（門脇 晃幸 記）
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市民福祉常任委員会・予算常任委員会分科会での主な質疑

◆物価高騰重点支援給付金支給事業費について
質問　令和５年度に対象にならなかった方で、今年度新たに対象になる方への支援とのことであるが、昨

年は 18 歳以下の子どもがいる家庭への対応はどのようになっていたのか。
答弁　昨年も同様で、18 歳以下の子どもがいる家庭には一人当たり 5 万円支給した。今年度の対象は 690

世帯を予想しており、その中で 18 歳以下の子どもがいる家庭は 60 世帯で、子どもは 130 人見込ん
でいる。

◆予防事業費について
質問　新型コロナワクチンの予防接種の補助ということだが、対象者や補助金額などの詳細についてどの

ようになっているのか。また、補助対象者は何人を見込んでいるのか、事前にワクチンを準備する
のか、補助対象外の子ども等はどのようになるのか。

答弁　国が 1 回の接種料を 15,300 円と想定しており、国が 8,300 円、市が 2,000 円を補助することで、個
人負担が 5,000 円となる。対象となる方は 65 歳以上の方、基礎疾患のある方 4,293 人を予定している。
ワクチンについてはインフルエンザと同様、各医療機関で予約を受け付けるので、仕入れも各医療
機関が手配することになる。対象外の方々が接種する場合 15,300 円となる。

◆医療MaaS管理運営事業費について
質問　寝たきりの方の対応はどのようになっているのか。また、本事業はたくさん活用してもらい、利便

性を上げていく必要があり、この事業を東北で初めて導入しただけでは意味がない。
答弁　訪問医療もしっかり実施されている。医療 MaaS の当初の目

的は「診療所に来れない方々、足の便が悪い方々の所へ診療
所が出向く」ということである。本事業について改めてパン
フレットを作成し、周知していきたい。今までの利用者は３
月が３人、４月が６人、５月が４人となっている。現状は市
川先生一人に頑張ってもらっている状態なので、例えば、市
立病院の先生方にも協力をいただき、週に一回の活用ではな
く、毎日どこかで使われるような形を目指していきたい。

（小田島 広仁 記）

市民福祉常任委員会

■令和６年度　市民福祉部関係の一般会計補正予算（第２号）主な内容
物価高騰対応重点支援給付金支給事業費 6,864万円 低所得者世帯に給付の他、職員手当、印刷製本費等

生活保護事務費 159万円 生活保護法の改正に伴う生活保護システム改修の委託費

子育てファミリー支援事業費 55万円 ファミリーサポート券の利用料、印刷費、通信運搬費等

児童関係手当支給事務費 1,018万円 児童手当法改正によるシステム改修費

児童福祉施設費一般総務費 351万円 子育て推進課の会計年度職員の人件費等

保険事務総務費 135万円 コロナワクチン等の定期接種化に伴うシステム改修費

予防事業費 4,421万円 コロナワクチン予防接種の対象者への補助金等

歯科診療所管理運営費 364万円 田沢湖歯科診療所の歯科衛生士に係る人件費

医療 MaaS 管理運営事業費 269万円 西明寺診療所の会計年度職員の人件費等

　市民福祉常任委員会では、物価高騰対応重点支援給付金支給事業費、医療 MaaS 管理運営事業費などを盛
り込んだ令和６年度一般会計補正予算などが審査されました。

物価高騰対応重点支援給付金支給事業費
6,864万円を計上

■毎日の運用が期待される医療
MaaS 車両移動診療車「せんぼ
く医信電診丸」
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産業建設常任委員会

■令和６年度 観光文化スポーツ部・農林商工部・建設部関係の一般会計補正予算（第２号）の主な内容
産業祭実行委員会負担金 28万円 産業祭実行委員会への負担金

仙北市堆肥センター管理運営費 705万円 仙北市堆肥センターの屋根修繕費

仙北市田沢湖観光振興基金積立金 2,000万円 田沢湖及び周辺地域の観光施設整備や観光振興に資する事業
の経費として寄付を積立

雪寒地域建設機械整備費 462万円 除雪機械小型ロータリー車１台の購入費

消雪施設整備事業費補助金 100万円 開発行為エリアの消雪施設設置費の一部補助

桜保護管理費 36万円 樹木内部の空洞化を診断するハンマーの購入費

　産業建設常任委員会では、仙北市基金条例の一部改正、小規模水道事業等給水条例の一部改正、水道事業
給水条例の一部改正、令和 6 年度仙北市水道事業会計補正予算（第１号）及び令和６年度仙北市一般会計補
正予算（第２号）などが審査されました。

田沢湖及び周辺観光振興活用への寄付金2,000万円

産業建設常任委員会・予算常任委員会分科会での主な質疑

◆産業祭実行委員会負担金の当初予算計上の見送りについて
質問 繰越金が発生しなかった場合の産業祭開催と、今後の産業祭のあり方をどう考えているか。
答弁　今年度は繰越が多く発生する見込みとなっていたため、令和５年度開催規模をベースに考え、繰越で間に合う

と判断した。今後は基本的には当初予算計上で進めていきたい。

◆仙北市堆肥センター管理運営費について
質問 堆肥センターの設置年数は何年か。また長期的に運用

していくためには運搬料等の見直しを検討すべきでは
ないか。

答弁　平成 30 年から７年が経過している。運搬料等について
は利用しやすい価格帯の中でのバランスを考えていき
たい。

◆消雪施設整備事業費補助金について
質問 角館駅前の宅地開発の他に相談があった場合の対応は。
答弁　今回の補正は１件分であり、新たに相談があった場合

は補正をお願

仙北市小規模水道事業等給水条例の一部を改正する条例制定について

質問　水道料金を据え置いた場合は今後どうなるか。
答弁　令和８年度には、老朽管更新等の事業を実施しなくとも資金不足となり、通常経費も捻出できなくなることが

予想される。
質問　令和５年度の決算見込みと、老朽管更新に対する考え方はどうか。
答弁　令和５年度の決算見込みは、１億 3,800 万円の赤字で過去最大である。老朽管更新については、国庫補助事業

等を活用し持出しを抑えているが、未普及地域解消事業実施により満足のいく資金となっていない。来年度以
降は緊急的老朽管更新に加え、防災関連や利用者の多い箇所の更新を考えている。

採決　物価高騰、燃料費高騰の状況では値上げは見送るべきとの反対討論と、水道事業の存続に関わる問題であり、
安全な水の供給には必要であるとの賛成討論があり、採決の結果 賛成多数で原案可決。

（武藤 義彦 記）

■屋根修繕を実施する堆肥センター
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仙
北
市
新
規
採
用
職
員
議
会
傍
聴
の
感
想
（
８
名
）

社
会
福
祉
課
主
事
　
　
小
松

真ま

ほ穂

市
所
有
地
の
栗
の
木
を
伐
採
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
栗
農
家
の
被
害
が
拡
大
す
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
慎
重
に
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
も
ち
ろ
ん
簡
単
に
は

決
め
ら
れ
な
い
し
、
様
々
な
可
能
性
を
考
え
て

多
角
的
な
視
点
で
判
断
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
た
。

今
回
の
傍
聴
研
修
で
、
仙
北
市
職
員
と
し
て

の
業
務
が
、
直
接
市
民
の
声
と
し
て
反
映
さ
れ
、

議
員
へ
届
き
議
題
と
な
る
こ
と
を
、
身
を
も
っ

て
感
じ
た
。
自
分
に
は
遠
い
存
在
だ
と
思
っ
て

い
た
議
会
は
実
は
身
近
で
あ
る
と
分
か
っ
た
。

自
分
も
仙
北
市
の
為
に
何
が
で
き
る
か
日
々
考

え
行
動
に
移
し
て
い
き
た
い
。

企
画
政
策
課
主
事
　
　
長
澤

結ゆ

い唯

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
東
京
都
や
東
京
都
に

通
勤
す
る
東
京
都
近
郊
住
民
が
就
職
、
起
業
し

た
場
合
の
移
住
へ
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る

こ
と
や
、
国
道
46
号
に
は
安
全
性
の
低
さ
だ
け

で
な
く
物
流
の
不
安
定
さ
に
関
す
る
問
題
も
抱

え
て
い
る
こ
と
な
ど
、
仙
北
市
に
関
す
る
知
識

の
浅
さ
を
実
感
し
た
。
担
当
す
る
業
務
や
仙
北

市
の
施
策
に
つ
い
て
さ
ら
に
理
解
を
深
め
、
県

内
外
の
他
自
治
体
の
施
策
に
つ
い
て
も
学
習
し
、

今
回
の
一
般
質
問
で
議
論
さ
れ
て
い
た
課
題
だ

け
で
な
く
、
仙
北
市
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向

け
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
た
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
査

草
彅

那な

つ

き

津
喜

仙
北
市
の
状
況
や
他
市
の
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
市
長
や
執
行
部
の
方
が
答
弁
し
て
い
る

の
が
印
象
的
で
、
一
般
質
問
に
至
る
ま
で
多
く

の
準
備
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
い
る

所
も
印
象
的
だ
っ
た
。

一
般
質
問
に
意
見
が
上
が
る
の
は
、
市
民
の

関
心
が
あ
る
事
柄
も
多
く
あ
り
、
地
域
課
題
を

知
る
機
会
と
な
る
。
た
だ
市
民
の
関
心
が
薄
い

こ
と
で
も
、
取
り
組
む
べ
き
事
業
等
も
あ
る
と

感
じ
た
。
市
民
の
代
表
で
あ
る
市
議
会
、
市
政

を
運
営
す
る
市
執
行
部
が
目
線
を
合
わ
せ
て
、

足
並
み
を
揃
え
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
た
ち
の
日
々
の

業
務
で
も
、
改
め
て
根
拠
の
あ
る
丁
寧
な
仕
事

を
し
た
い
と
思
っ
た
。

上
下
水
道
課
主
事
　
　
富
樫

弘ひ
ろ
き稀

今
回
の
研
修
で
は
実
際
に
議
場
に
行
き
、
一

般
質
問
を
傍
聴
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
印
象
に

残
っ
た
の
は
ク
マ
対
策
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答

だ
っ
た
。
市
有
地
に
あ
る
全
て
の
栗
の
木
を
伐

採
し
な
い
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
民
有

地
の
木
に
ク
マ
を
集
め
る
こ
と
に
繋
が
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
検
討
中
で
あ
る
と
回
答
を
し
て

お
り
、
市
民
の
安
全
の
た
め
に
は
迅
速
に
行
動

を
起
こ
す
こ
と
は
大
切
で
あ
る
が
、
様
々
な
可

能
性
を
考
慮
し
て
慎
重
に
な
る
こ
と
も
同
じ
く

大
切
で
あ
る
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

建
設
課
技
師
　
　
戸
嶋

吏り

く玖

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
市
長
の
答
弁
と
し

て
、「
仙
北
市
は
広
大
な
土
地
が
あ
る
た
め
、
そ

れ
ら
を
生
か
し
た
産
業
の
成
長
化
を
行
う
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
可
能

性
が
生
ま
れ
る
」
と
い
う
部
分
で
す
。
私
は
、

若
年
層
の
転
出
超
過
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
農

業
就
業
者
の
減
少
な
ど
、
厳
し
い
課
題
に
ば
か

り
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
仙
北

市
の
強
み
や
将
来
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
「
ス

マ
ー
ト
農
業
」
の
推
進
に
よ
り
、
農
業
の
あ
り

方
が
め
ざ
ま
し
く
変
化
し
て
い
く
た
め
、
仙
北

市
が
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
進
ん
で
い
く

の
か
気
に
な
っ
た
。

国
保
市
民
課
主
事
　
　
藤
村

佳か

な奈

秋
田
新
幹
線
の
始
発
と
最
終
が
角
館
、
田
沢
湖

に
と
ま
ら
な
い
こ
と
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
間
を

つ
な
ぐ
バ
ス
が
な
く
高
齢
者
の
移
動
手
段
が
な

い
な
ど
の
交
通
の
便
が
悪
い
と
い
う
問
題
で
す
。

こ
れ
は
世
代
を
問
わ
ず
感
じ
て
い
る
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
魅
力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
も
交
通
の
便
が
悪
い
こ
と
に
よ
っ
て

観
光
客
の
方
も
地
域
の
方
も
参
加
し
に
く
い
状

況
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
解
決

す
る
に
あ
た
り
財
政
的
な
問
題
も
か
か
わ
っ
て

く
る
た
め
思
う
よ
う
に
い
か
ず
難
し
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
今
よ
り
良
い
方
向

に
少
し
ず
つ
で
も
改
善
す
る
努
力
を
続
け
て
、

今
の
子
ど
も
が
大
人
に
な
っ
た
時
に
住
み
続
け

た
い
と
思
え
る
仙
北
市
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

子
育
て
推
進
課
主
事
　
　
伊
藤

蒼そ

う

た

友
汰

実
際
に
自
分
が
傍
聴
し
た
一
般
質
問
の
場
は
、

質
疑
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
て
、
非
常
に

良
い
話
し
合
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
熊
に
よ
る

人
身
被
害
対
策
へ
の
質
問
で
す
。
檻
な
ど
熊
対

策
の
物
が
現
在
の
数
量
で
は
足
り
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
や
、
ド
ロ
ー
ン
を
用

い
た
熊
の
調
査
に
対
し
て
の
賛
同
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
市
全
体
の
、
熊
に
対
す
る
危
機
感
の

強
さ
や
、
被
害
対
策
へ
の
前
向
き
な
姿
勢
を
感

じ
ま
し
た
。

改
め
て
自
分
も
熊
に
対
し
て
の
意
識
を
見
つ

め
直
し
、
物
置
の
戸
締
り
の
確
認
な
ど
、
身
近

な
こ
と
か
ら
対
策
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

生
活
環
境
課

技
術
員
　
　
佐
藤

郁い
く
み美

初
め
て
市
議
会
を
傍
聴
し
、
実
際
の
議
場
の
雰

囲
気
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
い
経
験
に
な
っ

た
。質

問
に
あ
っ
た
、
公
共
施
設
の
現
状
や
空
き
家

対
策
に
つ
い
て
、
自
分
が
普
段
利
用
す
る
機
会

の
な
い
施
設
の
こ
と
や
、
相
続
土
地
国
庫
帰
属

制
度
が
あ
る
と
い
う
の
を
初
め
て
聞
い
て
、
も
っ

と
視
野
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
た
。

今
後
も
市
議
会
の
内
容
に
つ
い
て
関
心
を
持

ち
、
仙
北
市
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
「
自
分

な
ら
ど
う
す
る
か
？
」
と
い
う
姿
勢
で
向
き
合
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
今
回
聞
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
他
の
質
問
へ
の
答
弁
も
、
後
で
確
認

し
よ
う
と
思
う
。



今
号
か
ら
、
新
メ
ン
バ
ー
で
編

集
に
当
た
り
ま
す
。
表
紙
は
、
再

び
カ
ラ
ー
印
刷
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
次
号
か
ら
は
市
民
か
ら
写
真

提
供
を
い
た
だ
く
こ
と
に
。
一
般

質
問
者
が
、
自
ら
の
ペ
ー
ジ
を
構

成
。
読
ま
れ
る
紙
面
を
目
指
し
ま

す
。ク

マ
の
出
没
に
よ
る
人
的
被
害

や
イ
ノ
シ
シ
の
農
作
物
被
害
も
深

刻
で
あ
る
と
、
４
人
の
議
員
が
質

問
に
立
ち
ま
し
た
。
ク
マ
に
遭
遇

し
な
い
。
出
没
情
報
を
つ
か
む
。

ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い
環
境
づ
く

り
を
す
る
な
ど
の
注
意
喚
起
を
促

す
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
市
役
所
新
規
採
用
者
は

23
人
。
２
日
間
午
前
・
午
後
２
交

替
で
議
会
傍
聴
研
修
の
た
め
来
場
。

感
想
か
ら
気
付
き
を
頂
き
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
で
用
が
足
り
る
時
代
で

す
が
、
紙
媒
体
も
ま
だ
ま
だ
必
要

で
す
。
声
の
議
会
だ
よ
り
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
方
々
の
ご
尽
力
に

も
感
謝
し
ま
す
。
議
会
の
様
子
が

伝
わ
る
よ
う
編
集
に
努
め
ま
す
の

で
率
直
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。（

平
岡
裕
子
委
員
長
記
）

ฤ
ू
ޙ
ه

雲
沢
財
産
区
管
理
委
員

伊

藤

隆
一
郎
（
76
歳
）【
再
任
】

角
館
町
西
長
野
上
野
98
―
１

山

形

英

一
（
74
歳
）【
再
任
】

角
館
町
下
延
竹
市
31

茂

木

唯

男
（
66
歳
）【
再
任
】

角
館
町
西
長
野
桂
渕
48

辻

谷

公

雄
（
77
歳
）【
新
任
】

角
館
町
八
割
坂
ノ
下
92
―
１

佐

藤

龍

喜
（
67
歳
）【
新
任
】

角
館
町
西
長
野
高
森
58
―
１

人
ࣄ
Ҋ
݅ớܟ
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全
国
市
議
会
議
長
会

表
彰
受
賞

６
月
定
例
会
で
全
国
市
議
会
議
長

会
か
ら
２
名
の
議
員
が
永
年
勤
続
表

彰
と
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。在職 20 年表彰

青柳 宗五郎 議員
全国議長会評議員感謝状

黒沢 龍己 議長

新たな議会広報編集特別委員会のメンバーです

青柳委員 武藤委員 門脇委員 西宮委員 小田島委員

熊谷委員 平岡委員長 高橋副委員長 田口委員

４
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
臨
時
会
に
お
い
て
、

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
新
た
な
メ
ン

バ
ー
が
決
ま
り
ま
し
た
。
４
人
は
再
任
で
す
が
、
全
員
が

新
た
な
気
持
ち
で
、
見
て
・
読
ん
で
楽
し
い
・
興
味
の
沸

く
広
報
誌
を
作
り
た
い
と
意
気
込
ん
で
お
り
ま
す
。

次
号
か
ら
、
市
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
を
写
真

好
き
の
市
民
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

い
た
し
ま
す
。
自
分
が
住
ん
で
い
る
仙
北
市
の

好
き
な
写
真
（
風
景
で
も
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
で

も
人
物
で
も
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。）
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
で
す
！

台湾の国際温泉旅行協会御一行様の歓迎昼食会で交流深める！

　玉川温泉と温泉提携を結んでいる台湾台北市 北投温泉から
周 水美 代表（写真中央）以下 51 名の皆さまを仙北市にお迎えしての歓
迎の昼食会に市議会からも 10 名が参加して交流を深めました。
　コロナ禍により、数年ぶりの友好親善交流であり、お互いの自慢のお土
産を交換し合い大いに盛り上がりま
した。
　10/30 ～ 11/3 に開催される北投温
泉祭りの招待状もいただき、今後も
姉妹温泉としての絆を更に深めてい
きたいものです。

市議会だより編集方針

■できるだけ多くの市民の方々
に読んでいただき、市民に開
かれた、市民参加を推進する
編集を目指す！

■そのためには…
・できる限り文字を大きく
・できる限り簡潔にまとめる
・写真・イラストで見て楽しく
・マンネリ化の打破
　→常に新たな視点で
・市民参加の市議会だよりに
・市民の声や感想をいただく

■発行／秋田県仙北市議会　〒014-1201秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後30　TEL0187-43-0334
■印刷／株式会社松本印刷

議
会
広
報

編
集
メ
ン
バ
ー
再
編
成

表
紙
を

市
民
参
加
型
に
し
ま
す




